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　多くの植物は糸状菌（カビやきのこ）と共存・共生して生きている。それらの関係を介して自然現象が現れる。
しかし、その生物間小分子の詳細の多くは未解明のままである。自然界では、菌類は様々な生物との相互作用の
中で生きている。特に植物と菌類との間に化合物による相互作用（クロストーク）が存在していることを示して
いる。新規リード化合物の探索することで、フェアリーリングの研究のように大きな研究につながった。多くの
生物の全ゲノム情報が判明しているが、生命現象を直接制御しているのは小分子であり、このことが天然物化学
研究の重要性を示している。特に生物間の共存・共生下の現象に興味があり、挑戦している。

　芝が大きな曲線を描いて周りに比較して色濃く繁茂し、時には成長が抑制さ
れ、後にキノコが発生するフェアリーリングという現象が知られている。「妖
精が輪を作ってその中で踊る」と伝えられてきたこの現象について、最初の科
学論文が報告されたのは1675年のことである。
　330年間、妖精の正体（芝を繁茂させる原因）は謎のままであったが、我々
は神秘の謎に初めて化学のメスを入れ、遂にその妖精の正体を明らかにした。
フェアリー化合物（Fairy Chemicals; FCs）を発見し、FCsは植物にも内生し、
非生物的ストレス耐性を植物に与え農作物の増収をもたらすことを明らかにし
た。このFCsの果たしている植物成長調節機能を植物ホルモンと捉え、そのコ
ンセプトを実証することを目的とし、FCsの生合成代謝経路と情報伝達経路の
全容解明を目指し、植物体内でFCs生理活性の分子機構を明らかにしている。
FCsが新たな植物ホルモンであることを証明する。
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